
平成 21 年 12 月議会八尾春雄一般質問 

 

＜八尾議員：１回目の質問＞ 

１０番、八尾春雄です。質問は５つございます。  

 まず第１番目、非核平和都市宣言の町として、非戦の誓いや核兵器の完全禁止に向けた

具体的な活動を強めてほしい。  

 ①去る１１月２１日開催された戦没者追悼式での主催者あいさつで平岡町長から、非核

平和都市宣言の町としての取り組みを実践する決意が示されました。この非核平和都市宣

言は、平和憲法を守り、核兵器の全面廃絶を求めたもので、昭和６０年１２月議会で当時

の林田國一議員から提案され、全会一致で可決されているものでございます。しかし住民

からは、今日この宣言に関する垂れ幕やモニュメントもない中で、町長が自衛官の募集や

就職には特別の激励を与えるなど、不信の声も聞かれます。非核平和都市宣言を今後どの

ように実践するかについて答弁を求めます。  

 ２、遺族の高齢化で戦没者追悼式開催が困難になってきているとの指摘がございます。

戦没者の追悼に限定したこれまでの式典を発展させ、全町民的立場で非戦の誓いを行う式

典に変更することはできないでしょうか。  

 質問事項の２番目に移ります。  

 愛犬家の中で、公園で犬を運動させたいとの要望が出ております。ペットのいやし効果

についても話題になる中、愛犬家の連携した協力体制のもとで住民参加により検討をお願

いします。  

 ①犬の新規登録の直近７年間の合計頭数が７８６頭に達していることが平成２０年度事

務事業点検評価報告書に載っております。また、狂犬病予防注射は１，４１１頭に及ぶこ

とが報告されています。犬の運動にとどまらず愛犬家同士の交流と飼育マナーの学習に役

立てるという意味もあるので、町内で１カ所、時間を限定して登録者による管理体制を確

立して、公園を利用されている周辺住民の了解も得て、実現に向けて検討をしてもらえな

いでしょうか。こうした態勢で臨めば、ふんの不始末ということをこの間、検討拒否の理

由にしておられますけれども、それは理由にならないのではないでしょうか。  

 ２、愛犬家の風上にも置けない事例として、この８月末に馬見北５丁目で発生した２２

頭の犬飼育事件があります。居住者は住民登録をせず、犬の登録も確認できず、住宅の賃

貸借契約にも違反しており、家主の契約解除通告と地元自治会や町を初めとする関係者の

包囲網で２２日後に退去となりました。  

 ペットの飼育は、飼い方を誤ると近所迷惑になりかねない問題でございます。町はこう

したルール違反、マナー違反に対してどのように対処されるのか、答弁を求めます。  



 質問事項の３でございます。地区計画導入の進捗状況と今後の見通しについて。  

 １、既に８７％の賛成がある馬見北５丁目地区計画案については、速やかに正規の公告

縦覧の手続を進めていただきたい。事業部長がしている関係者への再説明会、ここでは住

民が賛同できない上田部奥鳥井線道路沿いの地域を地区計画対象外とする案を説明しよう

としておられますが、このことは法的根拠もなく、むしろ反対者を増大させる方針となっ

ており、賛同者をふやす努力を明言してる町自身の説明にも反しているのではないでしょ

うか。  

 ２、平成１９年１２月に同時に申請をした馬見南３丁目と馬見北５丁目の地区計画が速

やかに手続されることを次の３自治会も切望しておられます。法律に違反しなければ何を

やっても構わないという考え方から、よりよきまちづくりは住民参加でを合い言葉によき

先例となるよう、もっと努力を求めるものでございます。このことについて答弁を求めま

す。  

 質問事項の４でございます。水道料金の見直し、値下げ実施を求めます。この議論を契

機に県水との関連を住民の最大の利益につなげるように再検討をお願いします。  

 １、県は来年度から県営水道料金を１立米当たり１４５円から１４０円に値下げするこ

とを発表しました。これを機に単一従量料金制から２部料金制に変更するとしており、こ

のことを通じて市町村が自己水から県営水道への転換を促進する方針であるとのことです。

広陵町はこのことについてどのように対応される予定でしょうか。  

 ２、さきの広陵町平成２０年度決算審査特別委員会での審査で水道局長は、県は平成２

５年の大滝ダムの供用開始で水余り現象が生じるため、広陵町にも県の水をもっと買って

ほしいと営業に来られたことを明らかにされています。しかし、一たん県水の比率を高め

ると、自己水確保の努力がないがしろになる上、水に関しては生殺与奪を県が握る危険を

生じます。自立と連帯の関係をどのように組み立てるのか、明確にお願いします。  

 ３、県水の原価計算根拠を明示してください。現状は県からの請求書どおりに毎年２８

０万立米分の代金を負担しているが、県と町という公的なつながりの中で不明朗なことで

ございます。県の情報公開が明確になる中でこそ県が身近に感じられるようになるのでは

ないでしょうか。  

 質問事項の５番目でございます。子供たちの健やかな成長を願って、小学校卒業までの

医療費は無料にしてほしい。  

 ①賦課年度別滞納状況、平成２０年度事務事業点検評価報告書の８８ページによれば、

町県民税、法人町民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税、住宅使用料、介護保

険料のすべての指標で滞納が前年度を超過し、過去最悪の決算となっています。１億１，

４８７万２，０００円から１億５，０８４万円に増加、増加率３１．３％でございます。

この要因は何でしょうか。町の認識と対応策をお示しください。  

 格差と貧困の進行で、日々の生活にも大きな影響が出ている家計がふえていることはゆ

ゆしき事態でございます。広陵町で安心して生活できるようにするための一助として、子



供たちの健やかな成長を願って小学校卒業までの医療費は無料にしてもらいたい。平成２

０年度決算においてこのことが実現できていたら町負担は幾らに増大するのか、試算額も

ご呈示をお願いします。以上でございます。 

＜平岡町長：１回目の答弁＞ 

ただいま八尾議員からご質問ありました５項目についてお答えを申し上げます。  

 まず、１番の、非核平和都市宣言の町として非戦の誓いや核兵器の完全禁止に向けた具

体的な活動を強めてほしいというご質問でございます。  

 お答えとして、非核兵器平和宣言の町として、過日の戦没者追悼式の中で私は、世界の

幾つかの地域での紛争が報じられているが、我が国は二度と戦争の惨禍を繰り返すことの

ないよう自国の変化が他国の変化を促し、地球上から悲惨の二文字をなくすよう平和宣言

の町として、広陵町から世界にメッセージの発信を行いたいと考えると申しました。追悼

式においてだけでなく、常に世界平和を目指して、それぞれの立場で頑張っていただくよ

うお願いしているものでございます。  

 また、自衛官募集は国の大切な本務であり、広陵町内の入隊者の激励についてはその観

点からさせていただいているものであります。  

 次、２番の、遺族の高齢化で戦没者追悼式の開催が困難になってきているとの指摘がご

ざいました。そして、式典を全町民的立場で非戦の誓いを行う式典に変更してはどうかと

いうご質問でございます。  

 答弁として、戦没者追悼式につきましては、ご承知のとおり国、県においても継続して

挙行されており、今年度も本町ではご遺族を初め戦没者を思い平和を願う約３００人もの

多くの関係者の方にご参加をいただき、過去の戦争で亡くなられた方々のご冥福を祈ると

ともに、戦争で犠牲になられたすべての方を含んで戦争による悲惨の二文字をなくすよう、

参加者全員で平和への誓いを新たに、厳粛に挙行させていただいたところであります。  

 既に本町におきましては、全町民で広陵町から世界平和を発信する催しとして開催をさ

せていただいているところであります。  

 次、２番でございます。愛犬家の中で公園で犬を運動させたいとの要望が出ていると、

公園の利用を検討してもらいたいというご質問でございます。  

 答弁として、犬は昔から人間にとって身近な動物として、時には防犯用として、また盲

導犬や介助犬といった人に役立つ役割を果たしたり、時にはいやしの目的に家族の一員と

して長く飼育されています。  

 最近では愛犬家の増加により、公園などの公共の場所における散歩中のマナーについて、

犬を飼われていない方やルールを守っている愛犬家からも問題視されています。広陵町内

には多数の愛犬家がおられ、ルール、マナーを守って散歩等をさせている姿を多数見かけ

ます。しかし、一部にはご指摘のとおりの方がおられることは多方面からの啓発用看板設

置要請があることからも理解しています。  



 犬のストレス解消のための運動と同時に、愛犬家同士の交流、飼育マナーの学習の場と

して公園の利用との要望ですが、今の段階では愛犬家のために公共施設である公園を使っ

ていただくことは、犬を飼っていない方たちの理解を得ない限りできないと考えておりま

す。ふだん公園で子供を遊ばせるときや道路を散歩するときに、至るところに不摂生にふ

んを放置したり他人の玄関先でおしっこをさせたりするところを目の当たりにすると、心

ない犬の飼い主のために公共の場である公園を使われたくないと意識は働くものと考えま

す。  

 町といたしましても多くの人が集まる場所におけるルールやマナーの啓発を広報紙等で

行っておりますが、散歩途中の人々が愛犬家とのコミュニケーションをとり、かけ声をか

け合うことでよりよい環境が生まれると考えております。愛犬家同士が互いに注意し合い、

相互監視力を高めることでルール、マナーの向上を図り、飼われない方の認知をいただけ

る施設整備を目指すことは私たちの職務ではないでしょうか。  

 次、２つ目でございます。犬の飼育のルール、マナー違反に対して町はどのように対処

するのかというご質問でございます。  

 先般の多頭数の飼育者の対応につきましては、馬見北５丁目自治会はもとより八尾議員

におかれましても大変ご尽力をいただいた結果と認識しております。町といたしましては、

こういった事例や全国各地で話題となるような野良犬のえづけによって隣近所にご迷惑を

かける悪質な飼い主の事例が出た場合には、大字、自治会や警察署及び保健所と常に情報

を共有しながら、あらゆる方面から飼い主の意識改革に取り組み、違法なものについては

厳しく行政指導を行います。  

 次、３番でございます。地区計画導入の進捗状況と、今後の見通しでございます。  

 速やかに正規の公告縦覧の手続をとのことでございますが、当地区の住民説明会では、

沿道沿いの地権者から現状のままでよいとの反対の意見が多数ございます。ご承知のよう

に、地区計画は利害関係者の意見を十分反映して計画していくものであり、合意形成が図

られる範囲内で各種制限を定めるというものでございます。よって、少数の意見でもない

がしろにはできません。公告縦覧時に意見書が提出されれば全員の同意を得たものと解せ

ませんので、町は再度案を見直し、説明会を開催することになります。この繰り返しを経

て都市計画決定をするものでございます。さきの説明会におきまして、再度説明会を開催

する旨明言しておりますので、５丁目自治会役員と反対意見をお持ちの方々との協議の場

を設け、合意形成に向け努めたいと考えております。  

 次、４番目でございます。水道料金の見直しを求める、値下げを実施せよと、広陵町の

対応はどうするのかというご質問でございます。  

 答弁として、ご承知のとおり１１月２４日、奈良県営水道局は、平成２２年度から２４

年度までの３年間、１トン当たり５円の値下げを発表され、平成２５年度からは２部料金

制を導入される意向であります。また、県営水道受水２４市町村に自己水から県水へ受水

量を高めるお願いもされています。しかしながら、２部料金制の料金設定など詳細は現時



点ではわかりません。本町としましては今後の県営水道の動向を見据え、源泉の状況を常

に把握して、自己水の比率を検討しているところです。  

 次、４の２番でございます。水道料金のことでございますが、値下げを実施せよという

ことでございます。  

 ２につきましては、県営水道局が本年度策定中の中長期基本計画の中で知事の意向を反

映し、向こう１０年間は料金の値上げはしない旨を盛り込まれ、さらに年次計画として、

平成２５年度からの２部料金制の採用により使用水量の多い市町村については料金が安価

になると伺っています。水道事業体にとりましては知事の意向を大いに歓迎し、推移を見

守っていきたいと考えます。  

 自己水の確保につきましては、施設整備計画を定め、必要な投資を進めているところで

ありますが、浄水場の施設は経年劣化が進み、原水井戸の水質や水量の安定確保の問題な

どがあり、補修、更新、新規機器の導入に大きな投資が必要となります。その投資額と県

営水道の受水費との比較検討を加え、より安全で安心な水の供給にはどの方法が最良かを

常時の課題であります。  

 次、水道料金の見直しで、３番でございます。県の情報公開が明確になる中での、県が

身近に感じられるようになるのではないかという、ご不審な質問でございました。  

 県営水道の原価計算根拠としまして、県水道局に確認したところ、給水原価１トン当た

り１８年度は１３７円６１銭、１９年度は１３７円３銭、２０年度は１３２円７５銭と回

答をいただきました。  

 ご質問のタイトルにあります「値下げ実施を求める」とのことですが、給水収益も生活

様式の変化や節水機器の進化により年々減少をしている現状から、経営会議で検討した結

果、値下げを行わず、経営健全化に向け内部留保に努め、将来の投資資金といたしたいと

思います。  

 次、５番目でございます。賦課年度別滞納状況でございます。要因は何か、町の認識と

対応を問うということで、滞納についてお答えを申し上げます。  

 まず、この表の見方において、ご指摘の比較数値の計算は正しいのではありますが、滞

納額が最悪の決算として増加率と判断できる数値ではありません。なぜならば、町県民税

において申し上げますと平成１９年度の滞納額は５，６２３万９，０００円であり、この

滞納額を平成２０年度においても１，８１７万１，０００円を収納した結果において、平

成２０年度における平成１９年度分の滞納額は３，８０６万８，０００円に減少している

ものです。この額を分母として平成２０年度滞納額５，５４３万８，０００円を分子とし

て除しますと大きな数値を示すことは当然であり、平成１９年度分の滞納額を収納すれば

するほどにこの数値は大きくなり、この数値は何ら意味のない比較計算となってまいりま

す。  

 滞納繰越額の比較は、各年度毎の３月３１日現在の決算額の比較が有効な数値となりま

す。こうした状況は、決算資料８７ページの各税目ごとの未納額の数値を比較すると各税



目とも未納額は減少しており、収納努力の結果を理解していただけるように思います。  

 しかしながら、未納額は相当値を示しており、低迷する経済状況の中で企業倒産、リス

トラ等による離職者の増加、給与の激減などにより一時的に納税することが困難な状況に

ある方の増加も考えられるところであります。これらの方については納税相談にお越しに

なった折に個々の事情をお聞きし、分納誓約、延滞金の減免、徴収猶予などの、個々の事

情に応じた適切な措置を講じているところであり、悪質滞納者につきましては今後とも法

的措置を徹底してまいります。  

 次に、最後の質問でございます。５番でございます。子供たちの健やかな成長を願って

小学校卒業まで医療費を無料にしてほしいというご質問でございます。そして、実現でき

ていたら町負担は幾らになるのか、試算額も提示をせよという質問でございます。  

 答弁として、乳幼児医療費助成制度は子育て支援基盤の形成の一助としてきょうまで段

階的に対象年齢の拡大がなされ、県の制度として実施されているところです。平成１９年

８月からは現行の小学校就学前の子供を対象とした乳幼児医療費助成を行っております。  

 ご質問の、小学校卒業までの子供の医療費助成を実施した場合、平成２０年度の乳幼児

医療費の実績をもとに積算を行いますと、約９，０００万円の町単独の負担増が見込まれ

ます。このようなことから、医療を受ける当たって広域的な公平性の確保と、単独で実施

した場合の財政負担等について慎重に議論をしていく必要があると認識するところから、

今後も県に対し制度の充実について要望をしてまいりたいと存じます。以上のとおりでご

ざいます。 

＜八尾議員：２回目の質問(第１項目)＞ 

答弁ありがとうございました。  

 最初の、非核平和都市宣言の町としてということの２回目の質問でございます。  

 日本国憲法第９条を守ることが日本の平和と安全につながると主催者あいさつで町長が

述べられるのではないかと、実は大分期待をしておりましたが、当日の町長あいさつは、

これにかえまして非核平和都市宣言の実践を決意を表明されたものでございます。  

 調べましたら、６０年の１２月議会で可決されたこの宣言が出てまいりました。以前お

尋ねしたときには、副町長はたしか共産党の議員が提案したのではないかと、こういうこ

とも言われたんですが、林田國一議員さんでございました。全会一致でございます。この

中には、平和と国際協調を理念とした平和憲法の精神からも核兵器の全面廃絶は全人類の

死活にかかわる重要な緊急の課題であると、こういうことが明確に述べられております。

また、提案された理由の中で林田議員は、今こそ核兵器は持たない、つくらない、持ち込

ませないという非核三原則を厳守し、先人の伝統と文化遺産を継承し、緑豊かな美しい郷

土と豊かな暮らしを次代に引き継ぐため、これを守る責任があると信ずるということで、

地方自治体の任務について述べられております。  

 非核三原則に問題については、ご存じのように密約によって日本に核兵器を持ち込んだ



ことについて、私はたしか署名、捺印したでという外務省の局長さんの証言が初めて出て

まいりました。ですから、まさに昭和の６０年ですから大分年月もたっておりますけれど

も、これは今日やっぱりきちんとアピールする必要があるんないかと、それで看板やモニ

ュメントというふうに言っておったわけです。  

 先ほど伺いましたら、緑化フェアのモニュメント、看板を立てるんだと、こういう話が

ございました。ぜひその横にしっかりと広陵町が平和宣言都市の町だと、こういうことも

一緒にアピールしていただいたら、そんなにお金はかからないからというふうなことも思

いました。ぜひご検討をいただきたいと思っております。  

 それで、戦没者追悼式ですが、去年たしか空襲とか栄養失調で亡くなった方も追悼の対

象にしてもらいたいと、こういうことで申し上げておりましたが、そこのところは６７５

柱のみたまのためにと、こういうことで言われておりました。これは、やっぱりこれまで

のことを振り返るだけじゃなくて、５０年たったら、実はこの追悼式を一たん取りやめて

はどうかという議論もあったと町長から伺っております。今後の戦後、戦争を知らない人

たちが戦争の悲惨さということを将来に伝えるために一番大事なことは、もう戦争はやら

ないと、しないと、こういうことを全町民的な集まりで確認するということに重心を、少

しずつですけど移したらどうかということの提案ですけれども、ご検討いただけないでし

ょうか。その点どうでしょうか。 

＜竹村福祉部長：２回目の答弁（第１項目）＞ 

お答えをさせていただきます。  

 追悼式自身の考え方につきましては、先ほど町長がお答えを申し上げましたように、戦

争で犠牲になられたすべてのお方を含んで、戦争による悲惨の文字をなくすよう参加者全

員で誓いを新たにさせていただいたというご報告をさせていただいたとおりでございます。  

 それで、今までの追悼式、また遺族のお方もご参列をいただいているという関係から、

従来に引き続き６７５柱の方につきましてもご紹介を申し上げるというような経過をたど

っておりますけれども、現に広陵町の追悼式自身はご遺族の方、またそれ以上の関係のお

方、また町民のお方もご参加をいただき、大きな形で平和への誓いを新たにしておる催し

でございますので、今後その名称につきましても、例えばでございますが私考えておりま

すのは、戦没者を追悼し平和を祈念する集いというような、仮称ではございますけれども、

そういうような形についても現在考えておるところでございます。これにはいろいろな関

係者の方、また今までの経過の上からご遺族のお方ともご相談を申し上げてというような

経過になろうかと思いますけれども、そういうようなことも踏まえて今回ご報告をさせて

いただきたいと思います。 

＜八尾議員：３回目の質問（第１項目）＞ 

平和を求める集いということで、その趣旨がやっぱり明確にされるようなそういう式の名



前にするということもぜひ、今おっしゃるように検討をお願いしたいと思います。  

 それから、自衛隊のことなんですけれども、答弁では自衛隊をこういうふうに評価をし

ているというふうにありますけれども、これは憲法上の問題がやはり常に話題にのる事実

上の軍事力です。  

 一つだけ申し上げると、米軍の戦車で使う砲弾ありますね、あの砲弾は自衛隊が持って

いる戦車の砲弾と規格は同じです。アメリカで軍隊と言われているものが日本で自衛隊の

規格に一緒になるんです。だから、これは学校の先生は困るんじゃないかと思います。先

生、自衛隊って軍隊ですかと。先生は、いや、軍隊じゃないというふうに答えなきゃいけ

ないんだけと、本当にそれでいいのかということを悩まれるところだと思います。  

 私はそういう中で、評価はいろいろあるかもしれませんけれども、そういう点もやっぱ

り踏まえまして、調べましたら自衛官の募集事務の委託金として平成２０年度に３万２，

０００円の収入があります。ですから、この金額に相当する程度の自衛官の募集業務でや

ってほしいと。就職をする人を激励するというんだったら民間の企業に行く人も大学に進

学する人にもしっかりやってくれということで激励したらいいのであって、自衛隊に入る

人だけ特別に応援すると、激励するということはちょっとバランスが崩れるのではないか

と思いますけれども、この点はいかがでございますか。 

＜平岡町長：３回目の答弁（第１項目）＞ 

今ご指摘をいただきましたが、年に１人か２人なんですね。ない年もあります。若い人た

ちから私どもみんな、自衛隊に入隊されたその抱負を述べていただいておりますが、皆さ

んは戦争に行くために自衛隊には行っておられません。自衛隊に入隊をしていろんな通信

技術を学ぶ、いろんな運転技術を学ぶ、そして２年、３年でまた社会に復帰するんだと、

そんな考え方をお持ちの方ばかりでございまして、入隊されてからどのような考え変わる

のかわかりませんが、私どももいろいろ聞いて、しっかりと技術を習って、また社会のた

めに頑張ってくださいと、このように私どもも言っております。  

 また、非常災害には自衛隊の人たちが頑張ってくれるんです。我々は、自衛隊なんて全

く違う組織だなんて思ってません。せんだっての林野火災にでも来ていただきました。自

衛隊の人には頑張っていただいております。  

 私、せんだって新聞見たんですが、１００歳の人が詩人でこんなことを言われているの

を聞きましたので、皆さんにご披露申し上げたいと思います。この人は、山口県出身のま

どみちおさんです。物事は表裏、表裏一体、どちらか一方だけというのはあり得ないと、

このようにおっしゃっているんです。赤と黒のどちらか一方だけというのは世の中にはあ

り得ない、平和平和と叫ぶ人に限って戦争が大好きなんです。こんなことを言ってるんで

す。アメリカの大統領もあないして派兵しながらノーベル賞をもらってるんですから、世

の中どうか。この人言われるの、当たり前やなと、そんな思いをしています。これまだ二、

三日前の新聞です。しっかりと頑張っていきたいと思います。 



＜八尾議員：３回目の質問(第１項目)補足＞ 

一言だけ追加します。「海ゆかば」という歌が、ことしは「異国の丘」など４曲に変更され

まして、日本国憲法に見てふさわしくないという状態からは脱しました。町長初め関係者

の協議に大変感謝しております。ありがとうございました。 

＜八尾議員：２回目の質問(第２項目)＞ 

愛犬家のところに移ります。  

 いろいろこれは問題があるし、住民相互のところでも話題になるところです。私が思い

ましたのは、当座は２２頭の家、あの対応で活動してましたですけども、その後から途中

から、実はあんなことをやられたんでは犬を飼ってるということが何か肩身が狭いような、

こんな感じがもするんだと、自分はいろいろこういう点で努力しているというお話。それ

から、近所、１頭だけなんだけどうるさくてしようがないと、何とかしてくれないかと、

こういうお話もあるし、犬のふんの不始末は相変わらず多いわけです。  

 今回、公園で犬を遊ばせられないかということでちょっと調べてみましたら、東京立川

市にある国立昭和公園というところにドッグランという有料の施設があるそうです。この

中に１０の申し合わせ事項がありますので、ちょっと紹介します。ほかの人や犬に危害を

与えるおそれのある人は利用できません。犬のふんの始末は各自で持ち帰る。３、ほかの

犬に食べ物をあげない。４、ほかの犬をいじめたり追いかけ回すことはするな。５、利用

は狂犬病と３種以上のワクチン接種済みの犬に限定。６、ドッグラン内でも指定の場所で

はリード、ひもです、これを使うように。７、ドッグランにはトイレマーカーが設置され

ているので、おしっこはそこでやって、ふんは持ち帰るように。それから８番目、利用者

は入り口に誓約書に記入をすべし。９番目、基本的に場内は事故、けがについては飼い主

の自己管理責任、皆様よく十分に気をつけるようにと。１０、その他の事項については係

員の指示に従ってくださいと、こういうことが書いてあります。ですから、こういうこと

を利用したいと、公園を使いたいという人が、なるほどそれはそうやということで相談が

まとまり、かつ近隣の住民の皆さんもそういうことだったらいいよと、ただし最後のしま

いだけちゃんとつけてやと、こういうような話し合いが幾つか段階で積み重ねなってそれ

で話が進んでいけば、我々が心配するようなこともかなり減らせるのではないかというふ

うに思っております。  

 実は、このドッグランの件は山村美咲子議員が昨年６月の議会で取り上げておられまし

て、たまたま今回の２２頭の犬の件で私、同じ愛犬家の方から何度かお話がありましたの

で取り上げておりますけれども、そのときの回答は研究をしてみる、しかしトラブルの発

生が心配、犬同士のけんかをとめられるかどうか自信がないと、こういうことで、研究す

るという、こういうことだったんです。ですから、こういうことを踏まえて。  

 これからどんどん恐らく犬がふえるだろうと思います。放置してたら、ある一定の水準



たったら近所でもう収拾がつかなくなると、こういうことだって考えられるわけです。こ

ういう点を踏まえて、規制といいますか条件がありますよということをちゃんと認識され

ますかということをやっぱり町の側からも発信していただきたい、そういう積み重ねが必

要だと思いますけども、研究という段階から一歩進んで、そういうところに具体的に検討

するというところに進んでいただけないでしょうか、いかがでしょうか。 

＜竹村福祉部長：２回目の答弁(第２項目)＞ 

お答えを申し上げます。  

 東京立川市のドッグランの事例につきまして、ありがとうございます。本町におきまし

ても過去に山村議員からご質問いただいた内容を踏まえましていろいろと研究を行ってま

いりました。結果的ではございますが、具体的には進んでおらないというのが今ご報告申

し上げたとおりでございます。それで、もちろんそれの利用には広い場所、公共の場所、

公園というようなところも含めまして、私ども犬の飼い方の指導を啓発をさせていただい

ています。福祉部の方も含めましていろいろと考えさせていただきましたが、なるほど今、

八尾議員がおっしゃいました、ネックとなりましたのは八尾議員がおっしゃいました立川

市で公園、ドッグランを使用される際のルール。ルールづけが結局は、先ほど町長からも

お答えをさせていただきましたように、それぞれの飼い主の方のマナー、あるいは犬のし

つけ、それから犬をお飼いにならない方のご理解等にすべてつながってくる問題でござい

まして、八尾議員からもご提案ございましたように、段階を経ましてその状況を見て、実

際どの場所で可能か不可能かというようなところにつきましてもこれから研究を進めてま

いりたいと考えております。よろしくお願いいたします。 

＜八尾議員：３回目の質問(第２項目)＞ 

一歩進んだ答弁、ありがとうございます。ぜひ、期待しておりますのでよろしく。  

 それから、２２頭の犬の件ですけど、特に保健衛生課の職員さんには日参していただき

まして、犬はどうしたかと、あなたがここに住むのは構わないけれども２２頭もの犬を飼

うのが問題だということで対応していただいて、本当にお世話になっております。ありが

とうございました。  

 それで、ところでこの飼い主の方がおっしゃったのは、私は迷惑をかけていないので明

け渡しには応じられないと、私の家に来まして、ついては弁護士を紹介せよと、こういう

ことまで言いまして、あんた何をしに来たんやということで、やりとりを実はしました。

よく考えてみると、住宅で犬を飼う、実は３頭まではいいというのが賃貸借契約の中にあ

ったんですが、だから家主は２２頭は違反だから出ていけと、こういうことになったんで

すけど、じゃあこれが例えば持ち家で、自分が買ってる家で２２頭飼うてまんねんという

たときにどうできるか。これはなかなか大変な問題になろうかと思います。私はブリーダ

ーでも何でもないですよと、犬が好きなんですと。だから、ワンワンキャンキャンいった



りふんのにおいがしたりということになったら、権利の乱用あたりで、あんたやり過ぎや

でというふうにするか、ぐらいしかないんです。  

 ですから、その地域で申し合わされた約束事、大体通るルールというものがやっぱりあ

るんではないかと、地域の力などというふうに呼ばれているそうでございます。最終的に

何ぼ町長が旗振ったって、警察が中行ったって、それから保健所が指導したって、それは

それとしての役割、効果はあるでしょうけども、その地域で申し合わされたことがやっぱ

り大事なことなんじゃないのかと、そういう意味で、法律違反をしていないのであれば何

をしても構わないということにはならないわけで、そういう点で、これは逆に言ったら北

５丁目の住民の皆さんの意識がそういうことで、迷惑かけてもらったら困るんだというこ

とをきちっと言ってるわけですから、やっぱりそういう力というものを尊重してやってい

ただきたいなというふうに思っております。  

 この後、不動産業者を紹介しましたけど、どうなったか把握をしておられるんだったら、

そのことだけお聞きしておきます。高田に移られたというふうに聞いてますけども、その

あたり、町と市のネットワークはどうでしょうか。 

＜竹村福祉部長：３回目の答弁(第２項目)＞ 

２２頭の飼育犬の件につきましては、いろいろとご足労をかけまして、ありがとうござい

ました。  

 その後でございますが、高田市に移られたというところで、早速私ども、高田市の飼い

犬を管理する担当課へ連絡をとらせていただき、また保健所の方からも連絡をとっておる

ようにも聞いておりますけれども、その後の状況につきましては、今のところ私どもは何

も情報は入ってきておりません。果たしてそのとおりの飼い方、お住まい方をされておる

のかどうかということにつきましてもわからない状況でございます。 

<八尾議員：２回目の質問（第３項目）＞ 

町長の地区計画導入の件でございますけれども、再説明会はせねばならぬと、少数であっ

てもないがしろにできないということを言っておられます。そこで、双方の話し合いと、

賛成意見、反対意見あるけれども、話し合いをしてもらいたいということの意味合いはど

ういう意味合いなのか、双方が話し合いをすれば、ある程度歩み寄れる状態が具体的に町

の方で把握をしていると、だからまだ話が尽きてないんだという意味で言っておられるの

か、それとも、今のまま次の段階に進むということになったら、あの場で再説明会やりま

す言うてしもうたのに、約束違反ということで後で追及されると困るから、言い出したか

らちょっと引っ込みがつかなくなってるということに思っておられるのか、それとも少数

者の意見に道理があると、こういうふうに思っておられるのか。というのは、前の９月議

会でも申し上げたように、反対しておられる方のご意見はそれぞれ町の開発指導要綱、１

戸当たりの面積１００平米というのを無視しても差し支えがないと、自分の土地だから何



を使ってもいいとか、あるいは自分が生活するのではなくて事業のときにできるだけしや

すいようにしたいと、こういう思いからであって、そういう不安というものはむしろない

のではないか。むしろ正規の公告縦覧の手続をされて、異論のある方がこういう異論があ

るんだという権利の表明というものを担保することの方がむしろ大事なのではないか、そ

ういう点でいかがでございましょうか。 

＜吉村事業部長：２回目の答弁（第３項目）＞ 

私、北５丁目の地区計画の説明会に初めて出席をさせていただきました。率直なところ、

反対の意見の方だけがほとんど発表されたという状況でございました。約１時間半ないし

２時間の説明会でございました。その終わりの司会者のあいさつの中で再度説明会を開催

しますと明言をしておりますので、我々といたしましては何らかの形で再度やりたいとい

うのが答弁の趣旨でございます。  

 それと、やはり地区計画そのものの意味合いというか、将来にわたっての認識というも

のを果たしてどれだけの方がなさってくださってるのかなということを私、痛感するわけ

です。将来的に真美ヶ丘も高齢化が進むかもしれないなと、むしろ在来の田舎よりは高齢

化なるスピードは早いのではないかなというようなことを感じる中で、２世帯住宅を建て

たいんだということが現実に建たないような地区計画にして、果たしてそれで皆さん望ん

でおられる計画なのかなというようなことをその会議の中でも感じました。そういうこと

も踏まえて、軒高７メートル、これらの点について自治会の皆さんが望んでおられる環境

のよい住宅、そういうものと軒高を７メートル以下とすることの意味合いの議論を、やは

り反対者の中の方と自治会の賛成の方のひざを突き合わせた議論をやっていただけるよう

な場を設けたいというのが私の今現時点における認識でございます。よろしくお願いしま

す。 

＜八尾議員：３回目の質問(第３項目)＞ 

２月の説明会で反対の方の意見がほとんどだったと言われるのは、理の当然でございます。

私たちの住民の方では、賛成する場合はどうしたらいいのかということでの問い合わせも

ありました。賛成する場合は出席をされて賛成意見を述べるもよし、出席をしないでその

まま結構ですというふうにされるもよし。実は、出席されなかった方が大多数だったと思

います。それから、出席者の中からは異論のある方が異論を述べていただく、その場をい

うてみれば町の説明会で設定しているのに、賛成だ賛成だ賛成だという２０人も３０人も

４０人も賛成意見を述べたら、ああ、やっぱり賛成なんだなというふうになってしまうわ

けです。ですから、そのときには異論のある方に存分に言うていただいたらいいと、私も

賛成、出席をしておりました。だけど私、一言も言わなかったです。吉村部長は、何で八

尾が意見言わないんだと、おまえ賛成とちゃうんかいと腹の中で思ってたかもしれない。

しかし、そういう設定であの説明会がなされたのに、町はそこで賛成者と反対者の意見交



換があるんだということを想定して対応されたんですね。だから、そこは事前に自治会が

ちゃんと言ってるのに町がその点を受けとめてない。それで、再説明会をするということ

も、一たんその説明会が終わってから、じゃあどうしましょうかという相談をかけて手続

を踏むようにしてないから、その場ですぐ再説明会やるからということで言うてるんじゃ

ないかと心配しています。  

 それで、町長の答弁で、今のままでは再説明会をするということですけども、自治会の

方も再説明会するのは反対だと、それからもし自治会の了解なしに上田部奥鳥井線の接道

部分を除外するようなことをやるんだったら、反対だ反対だと言わざるを得なくなると。

反対と言いにいったらいいのという話になるんです。このあたり、自治会の住民の人との

調整を、最終的に判断されるのは町長だと思いますから、町長、どういうふうに進めるお

つもりなのか、ぜひそこらあたり、部長の顔がつぶれるかもしれませんけど、いざとなっ

たらやっぱりやり方を、自治会も了解するようなやり方があるのかないのか、町長として

のリーダーシップ、どういうとこで発揮していただくのか、町づくりという点ではせんだ

っての選挙のときにもいろいろとご提案あったということでもありますから、それを踏ま

えてご答弁をお願いします。 

＜平岡町長：３回目の答弁(第３項目)＞ 

町づくりは、住んでいる皆さん、そして土地の権利をお持ちの皆さんがやっぱり協議をし

て決めることなんです。役所が一方的にまた賛成多数で決定すべきものではないと思いま

す。多くの皆さんのご意見を聞かせていただいて、異論のないように進めるのが理想的な

町づくりでございます。各地域は皆さんでおつくりをいただくのが原則でございますので、

いろんなご意見のある人、意見を言う機会をつくってあげるというのが大事だと思います

ので、今、部長申し上げましたように進めてまいりたいと思います。 

＜八尾議員：３回目の答弁（第３項目）の補足＞ 

十分に自治会との調整をしていただくように、その点は今、吉村部長うなずいておられま

すので、よろしくお願いしたいと思います。 

＜八尾議員：２回目の質問(第４項目)＞ 

水の件でございます。町長、値下げするというふうに威張るのかと思って期待してたんで

すが、あかん言うて、ため込むんだとこういう話でございます、将来において。実は、服

部町長の時代に自己水と県水の比率をフィフティー・フィフティーにして、値上げという

ものをできるだけ避けたいんだと、こういうようなお話があったことも私は記憶しており

ます。  

 今回、１０年間は県水を使っていただいたら値上げしないんだということだから、県は

よっぽど困っているんだろうと思われます。ここに１１月１３日の赤旗新聞のコピーがあ



りますけれども、大滝ダムが当初２３０億円から６回の変更を加えて３，６４０億円のお

金がかかったと、今ここ水を入れると崩れますね。もうどういうふうになるのかわからな

いわけです。だから、私が原価計算書を、今金額が出てきましたですけど、この原価計算

の根拠、何をどういうふうに入れたのか、だから１０年間はとりあえず据え置いといて、

この費用をどこから捻出するのかということだって考えないといかん話になる。だから、

来年、再来年の話じゃなくて１０年たったところで、さあ、いよいよ市町村の自己水の設

備がもうほとんどだめになっているという中で、今からちょっとずつ値上げしましょうか

と、こういうふうになったりするんやないかなと、うがった見方かもしれないけれども、

できるだけ自分のところで賄えるのであれば賄うようなやり方っていうものも大いに考え

ていただきたいと思います。  

 その点と、それから、原価計算の線まで出てきてますから、どの科目で何ぼ使うてまん

のよいうことを、ぜひ町を通じて調べて回答してよと。せっかく値段のことが出てきたん

だからチャンスですから、回答するように求めてほしいと思いますが、その点どうでしょ

うか。 

＜植村水道局長：２回目の答弁（第４項目）＞ 

ただいまの原価給水の料金は町長が答弁したとおりでございますが、その内訳としまして

一応１４５円、今議員がお聞きになりましたが減価償却費で６４円、そして支払い利息で

３５円と、これでほぼ１００円でございます。そして、人件費、修繕費、動力費、薬品等々

で１４５円で売っておると、しかし先ほど町長言いましたように、１３２円７５銭が給水

原価ということになっております。  

 それと当時、自己水と比率五分五分ということで、できるだけ町民の方に安い料金で提

供しようという趣旨で当時の町長が行われましたが、近年、それ以上に水質の条件がだん

だん厳しくなる。それと同時に自己水が上げることによって硬度が高くて、ちょっといろ

いろ住民に迷惑かけたことがあったということで、それの比率を低め、今回、今のところ

は一応８割が県水で自己水は２割ぐらいということになっております。  

 それと、大滝ダムの方でかなりのお金が使われて、そして完成しても使えないというよ

うなご発言あったと思いますが、県の方では一応２１年度で白屋地区の方が工事が終わり

まして、そして２２年、２３年に向けまして大迫地区、迫地区これで地すべり工事を完成

しまして、２４年から試験通水、２５年から給水開始という予定になっておりますので申

し添えます。 

＜八尾議員：３回目の質問（第４項目）＞・・・答弁求めない 

今、局長がおっしゃられたようなスケジュールで本当にうまくいくのかどうか、これは非

常に心配をしております。  

 それと、ちょうど１０年前ですけれども、林田町長さんのときに２５％の水道料金の大



幅アップの提案があって可決されたんですけども、そのとき共産党は内部の積み立ても使

って見通しも示して値上げするなと、こういうことで論陣張ったんですけども、そのとき

に賛成をされた山田光春議員が今回私の質問趣旨とよく似た主張をしておられます。時代

も変わったものだと、ぜひ住民の生活を支える上で山田光春さんも方針が変わったのであ

れば、それはそれで大変結構なことですから、住民生活の防衛のために取り組んでいただ

けたらということを一言添えておきます。 

＜八尾議員：２回目の質問(第５項目)＞・・・答弁を求めない 

最後に、５番目のところでございます。  

 滞納の税金のところですが、実はこれは、質問書を提出した１２月４日の午後の１時に

部長から私の家に電話がありまして、八尾議員これはどういう意味ですかということで、

先ほど答弁された中身が言われております。私再計算をいたしました。簡単に言うとこう

いうことです。毎年１万円ずつ滞納が発生している方があるとします。工面をして５万円

集めました。そしたら古い方から払っていくんですよと、だから最近の方が５万円残りま

すね。だから、一番新しいところで数字が大きくなるのは、そういう意味では重点的にそ

うなるので理解してね、とこういうお話だったです。それは理解ができたわけです。その

上で、では単年度の税金の滞納がどうなるのか、つまり１７年度分であれば１８年３月３

１日時点でどうか。１８年度であれば１９年３月３１日時点でどうかということを調べま

したらば、この１７年度から２０年度にかけてみましたら１７年度末で１億６，２５０万、

１８年度末で１億５，７４８万、１９年度末で１億６，０４２万、２０年度末で１億５，

２７９万円となります。ですから部長が言われたように、２０年度が一番ひどいんだとい

う指摘は当たりませんよというふうに言われたのはこういう意味だろうなと。その３年間

を使って１７年度は１億円回収したという計算になっておりますから、その努力について

は多としたいと思っております。  

 途中から、実は１億５，０００万、１億６，０００万の税金の滞納は高どまりで一向に

下がらない。懐ぐあいが非常に寒いと。広陵町の職員は賃金カットまで決めちゃったと、

こういうことになっているわけです。この状態をこのまま続けますと、本当にやっぱり大

変です。厳しい、所得の少ない人の方を何とか暖めたいということの一つとして、小学校

卒業までの子供たちの医療費の無料化ということを、今回、そこだけ取り上げました。別

にそこだけ高齢者は構わないと、そういう趣旨ではありませんけども、時間になりました

のでもうやめますけれども、今後ともそういうことで所得の少ない方、生活に苦しんでお

られる方の温かい配慮、支援というものをぜひお願いをして、私の質問を終わります。あ

りがとうございました。 

 


